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基本理念 ： Fundamental Philosophy

温かい思いやりを持って、態度・言葉
に配慮して、忍耐強く相手の心に耳
を傾けること。人の心の痛みを理解
できる人間になるよう努力していく。

愛情                          Love
職員同士のチームワーク、楽しい
職場づくりを考えよう。職務を通し
て人間性を高め、協調性を保ち、患
者さんに良い医療で奉仕する。

和                       Harmony

家庭、社会、職場の生活、全てに奉
仕の心を忘れないこと。相手によっ
て自分が活かされていることを感
謝し、相手から感謝されることを期
待してはならない。

奉仕                   Devotion
常に創意工夫を心掛け、仕事を通
じて自己の人間性の進歩を実現す
る。自ら勇気と向上心をもって、積
極的により良い職務を求めていく。

あさかホスピタルは基本理念のもと、心と脳の専門機関としてすべての人の
心と人格を尊び、質の高い心のこもった医療・保健・福祉を提供します。Hospital Principle
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雪の磐梯山（福島県耶麻郡猪苗代町）

佐久間  啓
トラウマと心と社会

社会医療法人あさかホスピタル 理事長・院長
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新棟「森の棟」Ⅰ期竣工
2020.9.20

全体完成予想図（令和5年9月森の棟完成）
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専
を
ち
た

さ。
す
で
的
目
が
と
こ
る
す
援

や
院
入
期
長
は
で
院
当
に
ら

け
受
を
育
教
が
ち
た
も
ど
子

学、
に
う
よ
る
き
で
が
と
こ
る

県、
け
設
を
室
員
職
や
室
習

入
て
し
携
連
と
関
機
育
教
や

も
育
教
ら
が
な
し
を
療
治
院

域
地、
ら
が
な
し
握
把
を
性
特
の

ら
あ、
し
開
展
を
療
医
る
め
求
が

療
医
る
き
で
応
対
に
代
年
る
ゆ

が
援
支
談
相
の
で
域
地
や
制
体

手
お
く
い
て
め
高
を
力
う
合
け

。
す
ま
い
思
と
ば
れ
き
で
が
い
伝

診
受
を
科
神
精
や
科
内
療
心
　

い
も
方
る
れ
わ
迷
を
と
こ
る
す

し
少、
が
ん
せ
ま
れ
し
も
か
る

た
じ
感
を
調
不
に
脳
や
心
も
で

す
お
を
診
受
の
で
階
段
い
早
ら

と
こ
る
す
診
受。
す
ま
し
め
す

心、
か
の
な
の
も
な
的
体
身
で

わ
が
か
う
ど
か
の
な
脳
か
の
な

消
解
を
み
悩
や
安
不、
ば
れ
か

相、
し
す
ま
き
で
が
と
こ
る
す

た
私
で
と
こ
く
だ
た
い
て
し
談

と
断
診
な
切
適
に
時
の
そ
も
ち

の
る
き
で
が
と
こ
う
行
を
療
治

相
ご
て
し
心
安
は
ず
ま。
す
で

。
い
さ
だ
く
て
み
て
し
談

子どもから高齢者まで
心と脳 の地域拠点病院として

さ
て
し
と」
関
機
門
専
の
脳
と

病
な
的
進
先
で
能
機
高
に
ら

の
森
「に
め
た
つ
持
を
能
機
院

。
た
し
ま
り
至
に
設
建
の」
棟

震
大
本
日
東
は
も
そ
も
そ
　

基
震
耐、
を
物
建
だ
ん
傷
で
災

へ
の
も
な
全
安
た
し
た
満
を
準

り
あ
も
的
目
る
す
え
替
て
建

こ
こ、
が
た
し
ま

 

１５

で
ど
ほ
年

と
こ
た
せ
見
を
り
ま
高
が
ズ

あ
で
心
中
の
県
島
福、
り
あ
も

期
春
思
童
児
に
市
山
郡
る

児、
え
考
と
だ
要
必
が
棟
病

す
携
連
が
祉
福
と
療
医
の
童

ま
い
思
と
い
た
し
に
点
拠
る

。
た
し

←

成
な
か
や
健
の
ち
た
も
ど
た

き
い
て
し
援
支
を
達
発
や
育

。
す
ま
い
思
と
い
た

療
治
の
ら
か
期
早
も
童
児
　

す
入
介
ど
な
育
療、
援
支
や

の
そ
や
応
適
会
社、
で
と
こ
る

こ
す
ば
伸
を
み
強
の
身
自
子

性
能
可
な
ろ
い
ろ
い、
ど
な
と

人
大、
た
ま。
す
ま
き
て
出
も

か
階
段
い
早
も
方
た
え
抱
を

こ
る
け
受
を
育
療
や
療
医
ら

よ
る
き
で
が
応
適
会
社
で
と

切
適
に
期
早、
ど
な
る
な
に
う

あ
が
入
介
の
援
支
や
療
医
な

も
生
人
の
ち
た
も
ど
子
ば
れ

防
予
な
的
神
精。
す
ま
り
あ

春
思
童
児
も
で
味
意
う
い
と

役
な
要
重
変
大
は
療
医
の
期

。
す
ま
え
考
と
す
た
果
を
割

に
棟
の
森
の
こ、
に
他
の
そ
　

療
治
症
知
認
の
者
齢
高、
は

、
り
あ
が
棟
病
症
併
合、
棟
病

析
透、
室
法
療
業
作
期
復
回

モ
メ
の
者
齢
高、
後
今。
た
し

域
地
や
能
機
来
外、
ア
ケ
イ

約
集
り
よ
が
能
機
院
病、
し

治
ら
か
察
診、
で
と
こ
る
す

護
看
問
訪、
護
介、
院
入、
療

な
き
大
が
と
こ
う
整
が
制
体

。
す
で
み
強

関
機
療
医
も
護
介、
で
要
必
が

り
と
を
手
と
域
地、
く
な
で
け
だ

が
と
こ
う
あ

。
す
ま
き

ス
ホ
か
さ
あ
　

ら
か
れ
こ
は
プ

か
も
ど
子
も

ま
者
齢
高
ら

年
る
ゆ
ら
あ
で

」
脳
と
心
「の
代

う
よ
る
れ
ら
え

る
な
に
院
病
な

指
目
を
と
こ

通
を
療
医、
し

疾
神
精、
て
じ

ざ
ま
さ
や
患

み
悩
の
心
な
ま

、
方
る
え
抱
を

が
障
は
い
る
あ

し
実
充、
が
々
方
る
え
抱
を
い

で
が
と
こ
る
せ
ら
暮
で
域
地
て

り
い
ま
て
し
力
尽
う
よ
る
き

。
す
ま

て
え
整
を
制
体
る
き
で
続
継

法
祉
福
会
社。
す
で
定
予
く
い

た
も
ど
子
が
園
育
愛
積
安
人

な
症
閉
自
や
害
障
達
発
の
ち

と
療
医
の
童
児、
で
の
す
ま
り

子、
し
す
ま
き
で
携
連
が
祉
福

適
に
期
時
な
切
適
が
ち
た
も
ど

、
け
受
を
育
教
や
療
医
な
切

戻
に
活
生
校
学
に
気
元
た
ま

い
ま
て
し
援
支
に
う
よ
る
れ

イ
デ
の
童
児、
後
今。
す
ま
り

も
来
外
心
の
も
ど
こ
や
ア
ケ

ン
セ
心
の
も
ど
こ
「、
し
備
整

↑

理事長・院長 佐久間 啓
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食堂 談話コーナー 個室

 ： ラコッピェチーノ 学習室2ーナーコ話談 ： ラコッピェチーノ 堂食 ： ラコッピェチーノ

食堂 特別室 多床室

アーチェロは、個室と多床室からなる48床の合併症病棟です。全室の床頭パネルに酸素・吸引のアウトレット、その他の備品の収納等をまと
めて機能的でありながらデザイン的にも配慮し、また、ベッドの両脇には処置やケアを行いやすいように十分なスペースを確保しました。観察
室を3床設け重度の患者様を受け入れることもできます。食堂は、南側に森や緑を眺めることができます。

ピーノは、個室と多床室からなる48床の認知症治療病棟です。プライバシー保護や生活上のトラブルをなくすために、個室対応できる部屋
を増やし、症状の個別性に応じた対応ができるようになります。多床室では、ベッド間の距離感を確保することで、患者様同士のプライバシー
を守ります。個室には、酸素・吸引のアウトレットを配備し、身体症状・合併症患者様への対応が可能となります。

dゾーンとeゾーンを夜間男女のゾーンに分けられるように可動パーテーションを設けました。閉じた後でもスタッフステーションへ両ゾーンか
らアプローチが可能です。ノーチェピッコラでは、学習室ゾーンを設け、時間帯によって学習環境と生活環境を分けることができます。1.5mの
腰壁は、パイン材（欧州赤松）とバーチ（樺）を使用し、児童の安全に配慮して柔かい素材を使用しました。

ファーロ  ノッテ

ポルト：日中生活支援コース…生活リズムの維持・改善や体力・ADLの向上、日中の過ごし方への支援を行うコースです。
ファーロ：治療主体コース………退院後のフォローアップや病気の理解、症状への対処法の獲得等の疾患教育を目的としたコースです。
ノッテ：就労サポートコース…就労継続とステップアップといった、仕事に関するサポートを中心に活動するコースです。
大きな空間を取り囲むように各部屋を配置し、活動の様子などが見守りやすい構造になっています。活動場面によっては、大空間を可動式の間仕切りで仕切ることもできます。

ポルト 活動室5活動室3：調理室

堂食 ： デンラグェチーノ

活動室2

合併症病棟と同じフロアに併設したことで、移動など患者様の負担を
軽減した透析の実施が可能になりました。透析中の目線に配慮し間接
照明の柔らかな光になるよう工夫をし、車いすやストレッチャーの出入
りを考え、ベッド間のスペースも十分に確保しました。

オリボは、回復期の精神科作業療法のリハビリテーションセンターで
す。広い空間と小さな空間を組み合わせることで大人数での集団療
法や少人数でのグループ活動の提供をします。

透析センター内

診察室
1

診察室
2

ロッカールーム 1

面談室
1

面談室
2

フィットネス
ルーム  1

活動室 1

活動室 2

活動室 3

静養室
1

静養室
2ミーティング

ルーム  1
スタッフステーション

活動室
6

活動室
5

面談室
4

面談室
3

静養室
3

活動室4

光　庭

4床4床

食　堂 光　庭

b-1
4床

b-2
4床

b-3
4床

b-4
4床

光庭
a-3

a-2
a-1

c-1
c-2

c-3
d-1 d-2 d-3

4床

d-4
3床

d-5
4床

e-1
4床

e-2
4床

e-3
4床

e-4屋　根

面会室透析機械室

ロッカー
ルーム1

ロッカールーム2

スタッフステーション

光庭

スタッフ
ステーション

スタッフ
ルーム
洗濯室

機器
管理室   

　スタッフ
ルーム

器材庫    薬品庫   診察室

e-1
4床

e-2
4床

e-3
4床

e-4

光　庭

c-1
c-2

c-3

d-1 d-2 d-3
4床

d-4
3床

d-5
4床

b-3      b-4    b-5   b-6

a-3

a-2
a-1

    スタッフ
ルーム

a-4
a-5

    スタッフ
ステーション

食　堂

活動室2

調理室
　面接室　
静養室

スタッフ
ステーション

活動室1 　機能回復
訓練室2 機能回復訓練室1

スタッフステーション

光庭

器材庫    診察室   処置室

a-6　  a-7　 a-8　 a-9
a-10   b-2

a-11              b-1光庭
b-7

c-4
面会室

洗濯室

器材庫

光　庭
e-12

e-11

食　堂

面会室
　1

診察室
　1

診察室
　2    

a-1 a-2
a-3

a-4

a-5

b-1
b-2

b-3  　b-4　 b-5　  b-6             　b-11　b-12　

光庭

光庭

食　堂

b-7 b-10
b-8 b-9

s-1

s-2

c-1

c-2
c-3

d-1 　d-2 　d-3　 d-4
d-5

d-6
d-7

d-8
d-9e-1

光庭

e-2
e-3

e-4

d-12
d-11 d-10

    スタッフステーション

e-10
e-9 e-8 e-7 e-6

e-5

　学習室
　  3

学習室
 2

　 ミーティング
ルーム

面会室 
 2

    スタッフ
ルーム リブロ

学習室
　1

    スヌーズレン

［17床］

［13床］

プライベートな空間が保たれた全室個
室です。また、吹き抜けのある食堂には
ハイサイドライトを設け、開放的な明る
い空間となっています。 ［29床］

合併症病棟

機能別デイケアセンター

［48床］

認知症治療病棟
［48床］

新棟「　　  」Ⅰ期
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、
は
ル
タ
ピ
ス
ホ
か
さ
あ

　
2
0
1
9

り
よ）
年
元
和
令
（

段
と
期
Ⅲ
・
期
Ⅱ
・
期
Ⅰ、
り
お

、
み
踏
を
階

2
0
2
3

和
令
（

5

）
年
9

で
定
予
成
完
に
月

、
び
た
の
こ。
す

2
0
2
0
令
（

和
2

）
年
9

事
工
期
Ⅰ
第
に
月

し
た
い
成
完
が」
棟
の
森
「の

ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新。
た
し
ま

化
小
縮
め
た
の
策
対
染
感
ス

、
が
た
し
ま
り
な
と

9
月
20

に
日

。
た
し
ま
い
行
り
執
を
式
工
竣

品
の
市
山
郡、
は
で
式
工
竣

　

係
関、
め
じ
は
を
長
市
里
萬
川

約
々
方
の
関
機

1
3
0

に
名

式。
た
し
ま
き
だ
た
い
席
臨
ご

か
長
事
理
間
久
佐
て
い
お
に

な
か
や
健
の
ち
た
も
ど
子
「、
ら

め
た
る
す
援
支
を
達
発
や
長
成

児
の
て
め
初
で
内
県
島
福、
に

外、
し
設
開
を
棟
病
期
春
思
童

て
せ
わ
合
と
能
機
来

も
ど
こ

域
地
て
し
と

と
点
拠
を
院
病、
て
し
そ、
と

問
訪、
祉
福、
護
介、
療
医、
し

ン
ワ
の
ど
な
援
支
活
生、
護
看

整
を
制
体
ア
ケ
的
括
包
る
が

そ、
し
拶
挨
と」
い
た
き
い
て
え

の
ル
タ
ピ
ス
ホ
か
さ
あ、
後
の

を
会
覧
内、
は
に
後
式
工
竣

　

少
が
数
も
で
方
地
北
東、
い
行

（棟
病
期
春
思
童
児
い
な

4治
な
的
中
集
の
症
知
認
や）
階

透、
）
階
３
（棟
病
る
き
で
が
療

、
て
し
そ、
）
階
２
（棟
病
症
併

セ
ア
ケ
イ
デ
る
き
で
応
対
に
ズ

1

目
露
披
お
の）
階

。
た
し
ま
り
な
と

サ
の
棟
の
森、
回
今、
た
ま

　

締
取
表
代
社
会
式
株
ス
ン
ダ

、
し
頼
依
ご
に
様
史
篤
野
平
役

つ
ち
持
を
割
役
う
い
と
導
誘

た
れ
触
ず
わ
思
が
人
る
見、
つ

ぎ
ら
安
た
ま、
な
う
よ
る
な
く

そ、
な
う
よ
る
れ
く
て
え
与
を

だ
た
い
て
い
描
接
直
に
壁
を
品

。
た
し
ま
き

理
監
工
施
計
設、
び
た
の
こ
　

計
設
築
建
同
共
社
会
式
株
の

設
建
定
特
の
工
施、
様
所
務
事

会
式
株
の
体
業
企
同
共
事
工

オ
オ
社
会
式
株
・
様
タ
ジ
フ
社

く
多、
め
じ
は
を
様
店
務
工
バ

森、
り
よ
に
力
尽
ご
の
々
方
の

竣、
し
成
完
事
無
が
期
Ⅰ
棟
の

き
で
が
と
こ
る
え
迎
を
式
工

上
し
申
謝
感
り
よ
心。
た
し
ま

。
す
ま
げ

新棟「森の棟」Ⅰ期竣工式・内覧会 2020年9月20日㊐

Ⓒ本多 康司

新コーポレートロゴの意味 コバルトブルー
今までのブルーからより濃い色へ
変わらないあさかホスピタルの信頼（進歩）、
いつも変わらない空の色
進歩：Innovation
コーラルレッド
心、優しさ、愛情を感じさせる安心の色
愛情：Love

エバーグリーン
生命は単体では生きていけない。家庭、社会、自
然、地球。様々な環境の中で、生きている色。
奉仕：Devotion

交じり合う
今までもこれからも、最善な方法、
様々な形が必要、一つのチームである

和：Harmony

「根っこ」
AFFORDANCE inc.  代表取締役 平野 篤史

　

2
0
2
0

タ
ピ
ス
ホ
か
さ
あ
は
僕、
に
け
明
年
の
年

さ
察
視
を
場
現
設
建
の
棟
新、
棟
存
既、
れ
訪
を
様
ル

僕
が
象
印
た
じ
感
に
時
の
そ。
た
し
ま
き
だ
た
い
て
せ

も
て
と
が
さ
か
温
や
さ
し
優
す
出
し
醸
の
々
方
く
働

の
ン
イ
ザ
デ
や
形
な
的
体
具、
に
時
の
そ、
で
的
象
印

ス
シ
な
効
有
る
け
お
に
画
計
ン
イ
サ
は
く
し
も、
形
造

に
ン
イ
ザ
デ、
が
す
で
い
な
は
で
訳
だ
ん
か
浮
が
ム
テ

事
大
番
一
に
際
る
す
を
ン
イ
ザ
デ
に
常
が
僕、
は
れ
そ

、
り
あ
で
事
束
約
る
け
お
に
現
表、
で
事
る
い
て
し
に

の
そ、
は
僕。
す
で
と
こ
る
い
て
め
決
に
事
件
案、
回
毎

」
気
囲
雰
い
か
ら
柔
て
し
そ、
さ
か
温
と
さ
し
優
「、
に
時

メ
イ
の
体
大
も
ら
が
な
り
あ
で
的
象
抽、
見
一、
う
い
と

の
絵、
形
い
無
の
角、
る
来
出
ら
が
な
い
合
り
な
重
が

実、
て
し
そ。
た
し
ま
り
な
に
ン
コ
イ
ア
と
字
文
な
様

は
を
生
先
長
院、
し
装
額
を
れ
そ、
き
描
で
具
絵
に
際

今、
は
れ
こ。
た
し
ま
き
頂
て
見
に
様
皆
の
院
病、
め
じ

タ
ピ
ス
ホ
か
さ
あ、
ま
ま
の
そ
が
れ
そ。
感
り
触
手、
さ

み
染
に
中
の
間
空
築
建、
て
し
と
画
計
ン
イ
サ
の
様
ル

サ
た
し
指
目
の
僕
回
今、
ば
れ
来
出
が
事
く
い
で
ん
込

。
す
ま
り
お
て
じ
信
と
だ
の
も
く
い
て
し
透
浸
に
々
方

お土産のノベルティエコバッグ 日本精神科病院協会の山崎學会長内覧会の様子 テープカットとバルーンセレモニーの様子

平野 篤史
アートディレクター/グラフィックデザイナー/
アーティスト
1978年神奈川生まれ。2003年多摩美術大学
美術学部グラフィックデザイン学科卒業。株式
会社ドラフトを経て2016年、デザインスタジオ
AFFORDANCEを設立。主な仕事：ブランディ
ング、CI、VI計画、サイン計画、プロダクトデザイ
ン、パッケージデザイン、イラストレーションな
ど、グラフィックデザインを基軸に活動。主な受
賞歴：TDC賞、JAGDA新人賞、経済産業大臣
賞、SDA賞など。多摩美術大学准教授。

令和5年9月全体完成予定
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あさかフェス実行委員会の様子

▲院内各所に置かれている
　手指消毒器

今だからこそ、
あさかフェスで繋がりたい

第１８回あさかフェス実行委員長　桑原 純一朗

MAPで
施設を

覗けちゃう！

仕事風景で
知り合いを
見つけて！

プレゼントも
ありますよ！

フォトも
ギャラリー
必見！

さあ
つながろう！

帝京安積高等学校 和太鼓部の演舞を撮影中

お楽
しみは
webで！

2021年
2月末ごろ
公開予定！！

　

2
0
2
0

か
さ
あ
の
年

、
ら
か
点
観
の
防
予
染
感
ス
ル

様
皆
の
域
地
な
う
よ
の
年
例

断
を
催
開
の
て
し
待
招
ご
を

。
た
し
ま
り
な
に
と
こ
る
す
念

染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

　

変
一
を
し
ら
暮
の
中
界
世
は
症

を
響
影
な
き
大
に
常
日
た
い

ン
リ
オ
京
東。
た
し
ま
え
与

、
り
な
と
止
中
が
ト
ン
ベ
イ
な

や
族
家、
り
と
を
離
距
は
々
人

避
を
触
接
え
さ
で
士
同
戚
親

未。
た
し
ま
り
な
に
態
事
る
け

、
ら
か
安
不
の
へ
威
脅
る
な
知

る
い
て
し
弊
疲
も
体
身
も
心

あさかフェスのロードマップ あさかホスピタルグループのクレド

オンライン版
メインステージは
見もの！
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ン
コ
ス
マ
ス
リ
ク
る
い
て
し
催
開
年
毎

　

、
為
の
そ。
た

2
0
2
0

と
様
者
患
『は
年

が
な
き
聴
を
グ
ン
ソ
ス
マ
ス
リ
ク、
し
と
催

飾
装
な
々
様
署
部
各。
た
し
ま
い
行
に
緒

感
ブ
イ
ラ、
し
映
放
を
画
動
た
め
と
ま
を

も
で
禍
ナ
ロ
コ、
が
ん
せ
ま
き
い
は
で
ま
と

感
を
ス
マ
ス
リ
ク
で
肌
て
し
そ、
耳
と
目

タ
カ
「い
し
新
る
き
で
今、
う
よ
る
れ
ら
じ

。
た
し
ま
し
催
開
を
ス
マ
ス
リ
ク
の」
チ

人、
に
達
も
ど
子
の
域
地、
は
堂
食
ろ
こ
こ
　

安、
や
場
る
れ
ら
じ
感
を
り
が
繋
の
と
人
と

曜
土
週
毎
て
し
と
所
場
居
る
せ
ご
過
て
し
心

一
で
禍
ナ
ロ
コ、
が
た
し
ま
い
て
し
動
活
に
日

の
そ、
り
あ
も
期
時
た
い
て
し
止
休
に
的
時

は
間

Facebook

を
動
活
問
訪
庭
家
う
伺
を
子
様
の
ち
た
供

。
た
し
ま
い
て
け
続

K

し
楽
と
間
仲
す
わ
通
を
心、
中
の
境
環
な
か

、
て
し
と
所
場
る
れ
ふ

11

開
と
週
隔
ら
か
月

た
ま、
い
行
を
縮
短
間
時
し
ら
減
を
度
頻
催

ら
限、
ら
が
な
し
を
策
対
に
緒
一
と
ち
た
供
子

う
よ
い
な
ら
な
に
密
も
で
か
な
の
間
空
た
れ

。
す
ま
り
お
て
し
開
再
を
動
活
て
し
を
慮
配

　

2
0
2
0

の
策
対
染
感、
は
り
祭
夏
の
年

が
と
こ
る
じ
感
を
節
季
つ
つ
け
避
を
密
め
た

と
施
実
の
と
ご
署
部
・
棟
病
各、
う
よ
る
き
で

身
る
知
く
よ
を
ち
た
様
者
患。
た
し
ま
り
な

わ
ち
う
・
映
上
の
真
写
り
祭
夏
・）
等
的
射
（

ど
な
供
提
の
つ
や
お
る
じ
感
を
涼
・
成
作
の

り
寄
に
様
者
患
り
よ
年
例。
た
し
ま
い
行
を

、
き
で
が
と
こ
く
だ
た
い
で
ん
し
楽
に
様
者

。
た
し
ま
り
な
と
出
い
思
の
夏
な
敵
素

ラ
グ
ロ
プ
援
支
族
家
団
集
は
で
院
当

　

て
し
施
実
数
複
に
別
的
目
や
象
対
を
ム

べ
す
時
一
で
環
一
の
策
対
染
感、
が
す
ま
い

じ
講
を
策
対
染
感。
た
し
ま
し
止
中
が
て

、
で
方
一
る
あ
が
の
も
た
し
開
再
ら
が
な

教
族
家
「と
」）
会
族
家
院
病
（会
み
づ
あ
「

り
お
て
き
で
開
再
だ
ま、
は
て
い
つ
に」
室

家
ご
も
で
下
況
状
の
こ、
で
こ
そ。
ん
せ
ま

、
え
考
と
ば
れ
き
で
か
何
に
め
た
の
族2

0
2
0
年
10

の
族
家
ご
『り
よ
月

Q
＆

A

を』
口
窓

W
e
b

ら
せ
寄、
し
設
開
に
上

回
る
す
対
に
問
疑
や
み
悩
の
族
家
ご
た
れ

の』
版
ら
わ
か
け
向
族
家
ご
『、
て
し
と
答

び
及
示
掲
内
院

H
P

し
始
開
を
信
配
上

ん
せ
ま
れ
し
も
か
い
な
は
り
が
繋
の
ど
ほ

学
で
答
回、
り
た
し
感
共
に
容
内
稿
投、
が

！
す
で
い
し
嬉
ら

夏祭
り

ご家族向け
かわら版
ご家族のQ＆A窓口

夏祭り実行委員長

阿部 哲敬

家族支援委員会
桑原 純一朗

うち
わを手作り！

クリスマス
通
共
う
い
と」
う
そ
ま
澄
を
耳

、
て
え
越
を
い
が
障
や
代
世
が

、
め
止
け
受
を
在
存
の
い
互
お

ふ
あ
に
り
や
い
思、
う
合
え
支

ち
た
私
る
す
造
創
を
来
未
た
れ

の
そ。
す
で
志、
り
あ
で
条
信
の

脅
る
な
知
未
え
と
た、
は
い
想

絶
途、
ず
が
る
揺
も
で
中
の
威

り
取
な
々
様
の
ち
た
私、
ず
え

各
と
ド
レ
ク、
回
今
で
こ
そ。
す

今、
に
胸
を
念
理
本
基
の
人
法

い
と
い
た
り
が
繋、
そ
こ
ら
か
だ

て
え
変
を
形、
め
込
を
い
願
う第

【

18

。
た
し
ま
し
と
と
こ
る
す
催

去
過、
て
に
ト
イ
サ
設
特
の
内
ジ

       

イ
ラ
ン
オ
「の
は
で
ら
な
年

来
出
が
と
こ
く
覗
を
景
風
事
仕

Q
Rで

着
先
と
る
す
募
応
て
し
探
を

。
す
ま
え
ら
も
が
ト
ン
ゼ
レ
プ

が
繋
の
と
ん
さ
皆、
は
図
想
予

ば
の
も
る
き
で
現
実
で
中
の
り

か
さ
あ
の
回
今。
す
で
り
か

ち
た
私、
を
今
の
ち
た
私
も
で

け
だ
た
い
て
じ
感
を
来
未
の
と

。
す
で
い
幸
ら
た

2
0

2
0クリスマス実行委員長

今泉 匠

今 で き る 新 し い カ タ チ

安積福祉会 共生事業グループ 山田 隆広

こころ食堂

ご案内サイト
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※新棟建設に伴い「ききょ
う病棟」のある本館は解体
予定、病棟は花の棟へ移
動し、「ヴィオーラ」へ名称
変更しました。

工程１▶準備

工程2▶下地を塗り始めます

工程3▶下地完成

工程4▶みんなで
切り抜いた海の
生物を貼りつけて

筆の代わりに市販のブラシを使用

工程5▶海のブルーを重ね塗り

工程6
▶海が完成

工程7▶工程4で貼った海の生物を慎重に
はがしてみると

完成！

は
で
園
育
愛
積
安
人
法
祉
福
会
社

　

中
日
「け
向
に
所
開
月
９
年
３
和
令

宅
居
「、」
所
入
期
短
「、」
護
介
活
生
「

」
点
拠
援
支
活
生
域
地
「び
及」
護
介

所
業
事
う
担
を
能
機
援
支
域
地
な

。
す
ま
い
て
め
進
を
備
整
て
し
と

の
人
法
当、
は
に
底
根
の
業
事
本

　

域
地
の
者
用
利
設
施
所
入

(
)

ま
り
あ
が
進
推
の
行
移

活
生
で
設
施
所
入、
在
現、
が
た
し
ま

も
化
齢
高
度
重
の
々
方
る
い
て
れ
さ

て
い
お
に
設
施
童
児、
た
ま。
た
し
ま18

上
以
歳

(

題
問
児
齢
加

)

の
々
方
の

援
支
所
通、
足
不
皿
け
受
の
後
園
卒

症
重
や
所
業
事
所
入
期
短、
所
業
事

源
資
る
き
で
用
利
が
方
の
害
障
身
心

援
支
域
地
の
者
害
障
宅
在、
足
不
の

課
な
々
様
ど
な
題
問
後
き
亡
親
や

同
も
に
的
国
全
り
お
て
し
積
山
が
題

。
す
ま
い
て
え
抱
を
題
課
の
様

的
合
複
を
題
課
る
え
抱
の
人
法
と

和
令
て
し
と
業
事
る
き
で
応
対
に2

年
12

源
資
域
地、
は
に
現
実
の
会
社
生
共

足
不
だ
ま
だ
ま
ど
な
制
体
援
支
や

が
ち
た
私、
が
す
で
況
状
る
い
て
し

さ
現
実
つ
ず
つ
と
ひ
を
と
こ
る
き
で

安
が
も
誰
「る
あ
で
念
理
人
法、
せ

努
に」
り
く
づ
ち
ま
る
せ
暮
て
し
心

。
す
ま
い
思
と
い
た
め

園
育
愛
積
安
人
法
祉
福
会
社

　

P
O
R
T
A

は

2
0
1
7
年
9

山
郡、
り
よ
月

場
居
の
も
ど
子
て
に
町
積
安
市

お
て
し
所
開
回
三
週
て
し
と
所

題
宿
に
象
対
を
生
学
小。
す
ま
り

で
ま
食
夕
ら
か
後
課
放、
い
行
を

を
所
場
居
る
せ
ご
過
て
し
心
安

。
す
ま
り
お
て
し
供
提

　

2
0
2
0

中
間
期
粛
自
の
年

、
り
と
を
形
る
す
問
訪
へ
庭
家
各

ち
た
も
ど
子
る
ま
た
の
ス
レ
ト
ス

の
当
弁
お、
へ
ち
う
お
な
要
必
や

食
た
い
だ
た
い
で
付
寄
や
布
配

。
た
し
ま
き
て
し
け
届
お
を
材

や
間
時、
で
か
な
う
行
を
布
配

　

す
布
配
り
よ
に
ど
な
成
構
族
家

等
法
方
理
調、
量
や
材
食
る

い
い
と
だ
の
も
る
あ
の」
肢
択
選

別
は
と
れ
そ。
た
し
ま
じ
感
と
な

販
や
の
も
い
近
が
限
期
味
賞、
に

備
の
時
害
災、
の
も
い
な
き
で
売

ゆ
わ
い、
ど
な
品
換
交
の
品
食
蓄

材
食
く
届
で
態
状
の
ス
ロ
品
食
る

、
て
え
加。
た
し
ま
き
驚
に
さ
多
の

材
食
「を
庭
家
て
育
子
や
も
ど
子

う
い
と」
い
た
し
援
応
て
し
通
を

触
に
い
想
の
様
皆
の
人
個
・
業
企

こ
る
き
で
か
何
に
ち
た
分
自、
れ

い
「、
し
誤
錯
行
試
と
か
い
な
は
と

た
い
使
に
効
有
を
の
も
た
い
だ
た

た
に
も
ど
子
で
庭
家
な
要
必
「」
い

い
想
の
と」
い
し
ほ
て
べ
食
ん
さ
く

、
は
ら
か
方
た
い
だ
た
い
場
来

　

ん
喜
も
て
と
が
ち
た
も
ど
子

。
す
ま
い
で

で
け
だ
達
も
ど
子

い
し
れ
う
も
人
大
く
な

BO
X

で

。
た
し

こ、
き
だ
た
い
を
声
の
と

のBO
X

の
ん
さ
く
た
て
じ
通
を

れ
ま
生
が
話
会
や
顔
笑
で
卓
食

は
で
の
た
き
で
が
い
伝
手
お
る

。
す
ま
い
思
と
か
い
な

子、
が
た
し
で
み
試
の
て
め
初

　

応
を
庭
家
て
育
子
と
ち
た
も
ど

た
し
続
継
も
後
今、
め
た
る
す
援

の
こ。
す
ま
い
て
し
定
予
を
催
開

世
て
育
子
が
み
組
り
取
な
う
よ

事
家
や
況
状
済
経
い
し
苦
の
帯

協
に
題
課
で
体
全
域
地
や
策
対

に
り
く
づ
制
体
む
組
り
取
て
し
力

社会福祉法人安積愛育園
ゼネラルマネージャー
品川 寿仁

子育て応援！
PORTA

フードパントリー
キッズスタジオPORTA コーディネーター 遠藤 祐香

ホスピタルアートプロジェクト「ききょうの水族館」

る
あ
で
棟
病
症
併
合
・
期
年
老

　

リ
ク
レ
や
動
活
暇
余
の
様
者
患

な
絵
り
塗
や
成
作
の
物
り
飾
の

建
棟
新
院
病、
で
中
の
そ。
た
し

ま
決
が
体
解
の
館
本
う
伴
に
設

い
良
の
で
棟
病
の
こ
だ
ん
し
親
れ

か
い
な
は
動
活
る
な
と
出
い
思

五
【、
に
共
と
館
術
美
の
り
ま
じ

、
に
ト
プ
セ
ン
コ
を】
激
刺
の
感

を
激
刺
快
い
よ
地
心
に
様
者
患

と
こ
く
だ
た
い
て
じ
感
ん
さ
く
た

ル
タ
ピ
ス
ホ
た
げ
掲
に
標
目
を

参
が
員
全
様
者
患
の
内
棟
病

　

、
に
う
よ
る
な
と
動
活
る
き
で
加

モ
レ
る
じ
感
を
夏、
り
た
し
流

づ
し
少
日
毎
ら
が
な
れ
入
り
取

の
棟
病。
た
し
ま
め
始
を
動
活
つ

り
た
い
描
が
達
分
自
に
壁
白

増
が
様
者
患
る
す
加
参
と」
い
た

い
「は
め
初。
た
し
ま
き
い
て
え

を
味
興
が
身
自
ご、
も
様
者
患

と
段
普、
と
り
た
し
加
参
に
り
塗

よ
る
れ
さ
を
情
表
た
し
と
き
活

か
静
も
つ
い。
た
し
ま
り
な
に
う

る
め
始
り
塗
を
具
の
絵
に
壁
て

。
た
し
ま
い
ま
し
て
し
激
感
も
フ

で
会
目
露
披
お
の
日
終
最

　

海、
り
よ
に
力
協
の
科
養
栄、
は

嗅
・
覚
視、
れ
わ
舞
る
振
が
ト

た
い
て
じ
感
に
分
充
を
覚
味
・
覚

難
の
通
疎、
段
普。
た
し
ま
き
だ

こ、
だ
い
れ
き
「も
様
者
患
い
し

。
た
し
ま
じ
感
を
感
実
充
な
き

思
の
ど
な
い
高
が
居
敷
て
ん
な

つ
一
つ
一、
が
た
し
ま
り
あ
も
い

手
の
ち
た
分
自
て
経
を
程
工
の

が
な
し
く
わ
く
わ
に
緒
一
が
フ

の
く
多、
で
と
こ
た
き
で
有
共
ら

。
た
し
ま
り
あ
が
見
発
と
び
学

動
活
た
し
続
持、
や
加
参
の
へ
動

ど
な
魚、
も
様
者
患
い
し
難
が

を
指、
き
描
い
思
を
物
生
の
海

時
短
を
業
作
う
い
と
る
塗
を
色

し
通
を
と
こ
る
す
続
継
つ
ず
間

リ
ビ
ハ
リ
の
持
維
能
機
体
身、
て

化
性
活
の
脳
た
ま、
じ
感
を
性

し
感
実
と
の
も
る
が
な
つ
も
に

の
し
癒
な
的
物、
り
が
繋
も
に
け

共
を
間
時
動
活、
に
共
と
果
効

た
新
の
様
者
患
で
と
こ
る
す
有

た
き
で
が
と
こ
る
知
を
面
一
な

変
大
も
て
し
と
者
護
看、
は
と
こ

の
続
継
動
活
の
後
今、
く
し
嬉

。
た
し
で
の
も
る
な
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ききょう病棟 マネージャー 橋本 啓子

公 益 事 業　放課後キッズスペース
定　　   員　15名
対  象  者　安積地域の小学生
開室日・時間　月・火・金曜日 15：30～19：00
                 ※祝日開室日は9：30～17：００ 
                    ※冬期時間変更有り
                 土曜日（季節ごと）10：00～15：30

キッズスタジオ

PORTA（ポルタ）

制作期間　2020.6.20～8.29
光に反射して幻想的な海のブースも作りました

コミュニティーサポートセンター アルベロベッロ新規事業開設に向けて



表紙紹介《ききょうの水族館》（幅596cm×高さ244cm）
本プロジェクトの実施にあたって、ききょう病棟の皆さんにアンケートを行い、ご希望の多かった「自然」「生き物」をテーマに、五感を刺激する取り組みにしたいという話のなかから、病棟内に
水の要素を展開する「水族館」がテーマに選ばれました。病棟に入院されている患者さまは長期入院の方が多いため、なるべく簡単な工程を細かく分けて積み重ね、多くの患者さまが参加で
きるよう工夫しました。また回数を重ねる毎に、見慣れた病棟の風景が少しずつ変化することを楽しんでいただけたようです。生き物は生命力を感じる暖色、海はさまざまな青色を重ねて深み
を出し、色・形でも多様性を表現しています。

2021.WINTER HISHO   132021.WINTER HISHO   14

2020.8.1

ラベルのテーマは聖書に描かれている聖母マリアが
イエスキリストを宿した「受胎告知」。unic作家の橋本
吉幸さんがKふぁーむワインの誕生を表現しました。

Kふぁーむオリジナルワイン誕生
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朝日に移転オープンしました

（有）アサカサービスセンター チーフ  大木 功士

事務長  小松 恵貴

2021年福島県郡山市で2つの学会を開催予定です。
現在、新型コロナウイルス感染症拡大防止を前提とした「新しい生活様式」の社会活動や経済活動が始まっている状況下ではありますが、東日本大震災から
10年となる2021年に、福島県郡山市にお集まりいただき、被災者の避難所にもなりましたビッグパレットふくしまにおいて皆様をお迎えできればと思います。

※社会情勢により開催方法
　が変更になる場合があり
　ます。

第29回
日本精神科救急学会
学術総会
2021年
9月24日㊎・25日㊏

テーマ
地域包括ケアにおける精神科
救急医療のあり方を考える
ー医療の質と継続の視点からー

第20回
日本トラウマティック・
ストレス学会
2021年
7月17日㊏・18日㊐

テーマ
トラウマと心と社会
～東日本大震災からの
   10年とこれから～

大 会 長　佐久間  啓
社会医療法人 あさかホスピタル 理事長・院長

副大会長　星野  修三
一般社団法人 福島県精神科病院協会 会長
一般財団法人 竹田健康財団 竹田綜合病院 副院長

大 会 長　佐久間  啓
社会医療法人 あさかホスピタル 理事長・院長

副大会長　前田  正治
福島県立医科大学医学部
災害こころの医学講座 主任教授

プレコングレス 7月16日㊎




